
疲労を促進する要因

疲労
・疲労破壊
・塑性流動------「へたり」
・材料自身のミクロ構造変化
   とそれに伴う物性変化

劣化・老化
・酸素・オゾンによる酸化作用
・放射線（光,X線等）による化学作用
・熱（高温）による分子の切断
  

互いに
影響しあう

小さな外力が動的または静的に一定
時間加えられることで材料の機能が
徐々に低下する現象

外力の作用なし 外力の作用あり

・応力集中
・劣化・老化による材質の変化
応力集中の原因となるもの

・ゴム材料中の潜在的欠陥
・異物と接する個所
・傷

摩耗
・アブレシブ摩耗：硬くて鋭い突起がゴム表面を引っかく
・凝着摩耗：滑らかな相手面との摩擦で生じる
・疲労摩耗：表面の疲労によって生じる
・ころ状摩耗粉生成による摩耗：例えば、消しゴム
・粘着摩耗：摩擦によって生じた低分子量のゴムによって摩擦面が覆われ、相手面と
の相互移着を生じ、低い摩耗率を示す
・パターン摩耗：ゴム表面にアブレーションパターンを生成しながら摩耗が進行する

ゴムの劣化と疲労の分類
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